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サ ー ク ル 名

  構成人員　　    14名

  会合回数 　　 2回／月

QCストーリー型: 1．問題解決　2．課題達成型　3．施策実行型　4．未然防止型　5．その他（　　　　　　）
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 平均年齢　　　　　31.4才 　最高年齢　　　　　　63才 　最低年齢　　　　　　22才

 会合時間　　　1.5Ｈ／日 　会合は時間　 　内 　・　 外   テーマ歴　　　　　67件目
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鋼片精整ライン　MSK　SKドック脱落対策

オイカワ　ダイキ

及川　大樹

日鉄ファーストテック株式会社

シンマークンゼット

1.サークル紹介 2.職場紹介

3.テーマ選定理由（トラブル状況）

5.現状把握（MSK SKドック設備概要①） 6.現状把握 （MSK SKドック設備概要②）

4.テーマ選定理由（修理件数）

③

④

③

④



8.目標設定

8.活動計画 9.要因解析（特性要因図①）

11.対策実施（ベアリング化）

12.対策実施（ベアリング化）

10.対策検討（系統図①）

13.対策実施（ベアリング化）

7.現状把握（現象発生時）

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月～25年9月

テーマ選定 全員

目標の設定 及川・川合

現状の把握 及川・川合

対策検討 全員

対策実施 及川・六辻

対策フォロー 川合・辻元

管理の定着 及川・川合

効果の確認・まとめ 及川・川合

項目 担当
期間 (2023 年 10 月～2025年 9 月）



16.対策実施（車輪増設） 17.対策実施（サークル対話）

19.対策実施（オイレスブッシュ強化①）18.対策再々検討（系統図③）

15.対策実施（車輪増設）14.対策再検討（系統図②）



23.対策実施（オイレスブッシュ強化④） 24.効果の確認

26.反省と今後の課題25.標準化と管理の定着

22.対策実施（オイレスブッシュ強化③）20.対策実施（オイレスブッシュ強化②）

1 1
0 0



1

2 2

Re:make
44

Re:make









1．問題解決　　2．課題達成型　　3．施策実行型　　4．未然防止型　　5．その他（　　　　　　）

所属：株式会社ダイナックス 氏名：江良　正浩 電話：080-7472-9764

　本部登録№

1092-80

テ　　ー　　マ その重さ我慢しない。人に優しい現場づくり ― 重筋作業による災害発生の未然防止

発　 表　 者

フ リ ガ ナ オザワ　ユウイチ

男澤　祐一

会社名・所属 株式会社ダイナックス　千歳第1・2製造部

（フ リ ガ ナ）

サ ー ク ル 名

（本件ご連絡先）

QCストーリー型：

エイチディーワールド

HD　world

　結成時期

2025年10月

  構成人員　　   7名

  会合回数 　　 2回／月

　平均年齢　　　　　　44才 　最高年齢　　　　　　57才 　最低年齢　　　　　　34才

　会合時間　　1Ｈ／日 　会合は時間　　内　・　外 　テーマ歴　　　　　　１件目

サークル紹介

会社紹介 職場紹介

ダイナックスは『オンリーワン』の価値を創造し続ける駆動
系部品専門メーカーとして電動化製品や摩擦制御技術を強
みとした製品を製造しています。

私たちの職場は千歳工場にある第5工場です。第5工場は
HDライン・レーザーライン・後工程ラインの3つで構成されて
います。今回取り上げた工程はHDラインになります。

職場紹介

HDラインで使用する素材及び治具名称ですが、HDライン
は、重機等、耐久性の高い部品の製造ラインということか
ら、ヘビーデューティーラインの略称です。

職場紹介

社内でも特に大きい物になります。直径は約１メートルあ
り、使用する治具も重たい物が多いです。過去に軽量化改
善を行っていますがターゲットは27Kgから57Kgあります。

私たち

HD worldは

メンバー7名、

34歳～57歳

と働き盛りの

年齢層で構

成されたサー

クルです。



工程紹介 　　　　　　　　　　　　テーマ選定理由　目指すは安全職場

今回の改善工程はバッチ工程にあたる部分で、複数人でな
いと持ち上げられない重量の治具をセットし、コアプレートと
摩擦材を組み上げていきます。

まずは過去災害事例を調べてみました。重筋作業による災
害事例、関連会社含め過去5年間で32件、結構な頻度で発
生していることを改めて感じました。

　　　　　　　　テーマ選定理由　目指すは安全職場 現状の把握

内容を層別すると、重量物による腰痛、手の挟まれが14件、
その中で休業災害が5件もあります。重筋作業による災害を
未然防止したくテーマとしました。

5工場のターゲットの最大重量は57Kg。重筋作業は4項目あ
りました　。この4項目に着目しヤメル・カエルを検討、実施し
ていきます。

　　　現状の把握　過去の活動 改善機会の発見

過去の活動でターゲット取出し時の段差のスロープ化は実
施済みです。他に軽量化案として分割やスライス化が出まし
たが、治具強度や品質面でNG、決定打が無い状態でした。

HDラインの重筋作業4項目の「危険度合い」を評価すると、
リスクレベルⅢで、すべての案件が重大な問題があると判
明、改善完了まで重筋作業は複数人作業で対応。

目標の設定と活動計画 対策の共有と水平展開

目標は「安全衛生方針」である「未然防止活動」に着目し、
「重筋作業4項目」を「重筋作業0項目」に「2025年9月26日ま
でに完了する」に設定しました。初めての未然防止型です。

千歳地区の重量物取り扱いツールを確認しました。クレーン
と、ホイストの使用を確認。過去に水平展開を考えました
が、スペースが無い、自由が利かない為、採用にならず。

重筋作業：重い部材・重量物を扱う作業
社内規定 男性：20kg 女性：15kg

リスクレベルⅢ：重大なリスクがあるため最優先で処置が必要な状態



　　　　　　　　　対策の共有と水平展開　吊り上げ方法検討 　　　　　　　　　対策の共有と水平展開　ツールの選定

まずは、改善案として吊り上げ方法を検討。吊り上げクラン
プ・ブロックバイス・フック・スリングベルトまたはワイヤーで
吊り上げるの4項目を系統図で評価しました。

吊り上げクランプ案は、側面を点で固定し危険、またブロック
バイスも2点吊りとなり危険なので却下となり、フックの追加
とスリングベルト又はワイヤーで吊る案に決定です。

　　　　　　　　　対策の共有と水平展開　ツールの選定 　　　　　　　　　対策の共有と水平展開　クレーンの選定

ツール選定ですが、各部署と協力し隣の工場で実績のある
チェーンクレーンがいいのではないかとなりました。現地現
物で打合せを実施。折り畳み式がいいのではと提案あり。

クレーン選定ですが、クレーンアームは周辺設備との接触を
考え選定、既存の仕様はどれも使いづらそうなのでメーカー
に相談、取付け方法により2.5ｍが可能とのことで採用。

　　　　　　　　　対策の共有と水平展開　クレーンの設置場所 　　　　　　　　　対策の共有と水平展開　吊り上げ案の検討

クレーンの設置場所としては、作業効率を考え、ターゲット積
上げエリアは、中2階のH鋼フレームへ、ターゲット/積み降ろ
しエリアは、柱を立てて設置することにしました。

その他作業として、クレーン、ホイストを使用しないで、
ウォーキーリフトで吊っている事例がありました。アタッチメ
ントを使用していれば合法ですが、これもやめよう！

　　　　　　　　　対策の共有と水平展開　クレーン耐荷重 　　　　　　　　　対策の共有と水平展開　吊り上げの対策

ゲタも吊り上げるので、耐荷重選定が必要です。ターゲット
積上げエリアでは、安全係数をクリアできる200Kg、ターゲッ
ト・ゲタ積み下ろしエリアは安全係数を考慮し500ｋｇに決定。

ゲタについては、スリングベルトで吊り上げ、吊り上げに使
用するスリングベルトはウォーキーリフトで使用している物を
流用。これでウォーキーリフトでの吊上げがなくなりました。

ターゲット積上げエリア ターゲット・ゲタ積み降しエリア

保全部の

水野さん



対策の共有と水平展開　対策の実施　実際の映像

対策の検証がすべて終わり、クレーンの設置が完了。平積みターゲット台車も完成。次はクレーンでの積み上げです。改
善前は足元に注意し複数人でターゲットを積上げていました。改善後は1名作業で三又ワイヤーを使って吊上げ、手工具
だけで位置調整ができターゲットを安全にセットできるようになりました。

　　　　　　　対策の共有と水平展開　台車からの積降ろし対策 　　　　　　　対策の共有と水平展開　台車からの積降ろし対策

治具台車からの積み降し対策ですが、吊上げるにはター
ゲットを平積みにしなければいけません。その都度ターゲッ
トを載せ替えしていては重筋作業になってしまいます。

メンバーで話し合い、上下2段平積みにすればいいのではと
いう案がでたので、さっそく製作。これで台車の保管スペー
スも変化無しでいけます。これで重筋作業がなくなりました。

振り返りと今後の課題

サークルとして、チームワークと改善力の向上によりレベルBへランクアップすることができました。安全に着目した活動を
通じて他部署との連携が深まり、ワンチームとして取り組めたことが最大の成果です。今回の経験を今後の活動に活か
し、継続的な改善につなげていきます。安全に終わりはないとの認識のもと、今後も取り組みを継続していきます。

効果の確認 標準化と管理の定着

再度リスクアセスメントを実施、不具合点はすべて対策済で
す。リスクレベルは全項目ⅢからⅡに下がりました。目標で
ある重筋作業4項目もゼロにでき目標達成です！！

作業要領書でクレーン作業を標準化し、PMCKシートで管理
を定着させました。これで継続的に安全な作業ができます。

危険度評価がⅢ⇒Ⅱになりました

カエタ カエタ ヤメタ


